
第 21回 日本視機能看護学会会員情報交換会報告書 

 

■テーマ 

～眼科手術室看護師のスタッフ教育について～ 

■日時：2024年 4月 20日（土）14：0０～15：30 

■参加人数：11施設１３名（日本視機能看護学会役員含む） 

■講師：小杉 剛先生（医療法人済安堂 井上眼科病院 手術室師長） 

■座長：大音清香（日本視機能看護学会名誉理事長） 

 

前回に引き続きスタッフ教育をテーマとし、特にご希望の多かった手術室看

護師のスタッフ教育についてセミナーを開催し、意見交換会を行いました。 

セミナーでは小杉先生の所属施設での教育方法として、モニターを用いてベ

テランナースと新人ナースの視線の違いについて研究され、分析された内容も

含めてご講演頂き、実践的な教育方法についてご教授頂きとても参考になった

というご意見が多くありました。また、たくさんの手術に対して少ない人数で

の対応を実際の動画でお示し頂いたこともとても参考になりました。更に、そ

ういった教育方法の共有や意見交換において、新たな課題もうまれ、次回の意

見交換会の開催の要望もありました。 

となりの施設はどうしているのか、工夫点など共有する機会は大切であり、

教育方法の見直しや現行の方法でよいという確信に繋がる事もあり、この意見

交換会のテーマである、一人で悩まない、施設で悩まないという目的に即した

皆様からのご意見をいただけるので、本当に参加して下さる皆様にも感謝です。 

はじめてご参加の方はなかなかご発言がしにくいとお感じになる事もありま

すが、今後参加を重ねて頂くことで、雰囲気に慣れていかれると思いますので、 

今後とも沢山の方々のご参加をお待ちいたしております。 

眼科でのスタッフ教育については、視機能看護について考える機会を設け、施設内にと

どまらず、こういった意見交換会の中で視機能看護についてディスカッションを深めて

いく事の有用性を感じ、今後も皆様のご要望に関するテーマについて意見交換会を企画

していきたいと思います。 

 

 


